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がんばれニッポン農.業!!

全野研推奨品・有機JAS対ι芯 防
喫語キコ/→、

発行 P

株式会社園芸新聞社
〒180-0001 武蔵野市
吉祥寺北町4-フ一玲

0422(51)帥詔
F AX 0422(55)7187

発行人前田彰宏
購読料 1力年5,400円

振哲 00130-2-85300

留囲

秋納品試作苗

の予約開始

キケノールとキトサンで

連作障害を克服する!!

30倍~500倍

水耕・養液栽培にも

Ph22~28

天ιこ左右されない土づくりと
病害虫にけない樹づくりで

・旨み・日持ちUP"

県いわき市好^上好問宇大畑100有阻会牡

木嬰木.礁器器綴1ヂ伯"{き(もo httPゾノWWW.kikumoku.COJP

お問い合せはおに!サンプ1畷料巡呈中"

・゜日締

拶'

1ω%影正

耐久無滴農P0フィルム

スーパーヲそ予ヤスヲー
1耐久性

議漂器器ヲ゜年耐久

種子系品種の特徴

苗の手間を省力化し、生産効率を大きく向上

・種子からの育苗のため、母株の保管、管理が不

要となる。

・ランナー育苗が不要。

環境負荷低減、病害虫りスク低減

・親株保管、管理、ランナー採苗の期問がカット

されるため、そのぶん農薬使用量を大きく減ら

すことが可能になる。

・育苗期間が短いため、病害虫に侵されるりスク

を低減。

0確実な苗確保

・育苗期間が短縮され、また量産も可能なため、

短期間で大量の苗が確実に確保できる。

(強度・透明性)が高まりました。
当牡従来品【ダイヤスター}比

●良好な透明性を保持します。

2透明
●新配合技術によりスッキリした

透明感が向上しました。

当牡従来品(ダイヤスター)比

8年
耐久

耐久無滴散乱光 P0フィルム

巣地域、ハウス構造、気象条件によっては、耐用年数^ゞ短く
なる場合が商ります。

美サンラン'タイヤスタ'
●散乱光でハウス全体に光がゆき

わたります。

●無滴性能が持続します。

人工光・閉鎖型苗生産装

苗テラス'
■植物の生育に必要な環境を自動制御

し季節や天候に左右されることなく、

いつでも・簡単に、丈夫で均な苗作りができま或

^ i.. ^-J.,叉一"ご

^三菱ケミカルアグリドリーム
本社〒103・0021璽京都中央区日本橋本石町1.2.2三菱ケミカル日本橋ビル
TEL.03.3279620O FAX,0332796757

長業資材の情報が満戟.

当社ホームページにおこしください. http:ノ/WWW.mc・38ri.CO.jp

総
A
魯
メ
ー
カ
ー
の
槻
ミ
ヨ
シ
グ
ル
ー
プ
(
東
宗
讐
田
谷
区
八
儒
、

三
好
正
社
長
は
、
約
7
年
の
歳
月
を
費
や
し
て
イ
チ
ゴ
の
種
子
系
品
種
化

に
取
り
組
ん
で
い
た
が
、
こ
の
た
ぴ
局
璽
で
は
日
本
初
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
F

1
種
子
イ
チ
ゴ
「
円
F
A
G
1
1
」
と
「
均
F
A
G
1
2
」
を
発
表
す
る
と
と

も
に
、
一
一
重
県
と
の
共
昆
発
品
種
「
玲
F
A
M
1
2
」
の
塵
九
を
學
る

こ
と
を
発
表
し
た
。

海
外
&
国
内
用
種
子
系
品
種
と

三
重
県
と
の
共
同
開
発
品
種

育
苗
期
間
を

大
幅
に
短
縮

ミ
ヨ
シ
グ
ル
ー
プ
の
一

員
で
霊
苗
の
噐
な
ど

を
行
っ
て
い
る
三
好
ア
グ

リ
テ
ッ
ク
(
別
県
北
杜

京
灘
町
)
は
三
重

県
、
所
県
千
葉
県

九
州
縄
農
業
研
究
セ
ン

タ
ー
が
共
同
で
姦
し
て

2
0
1
7
年
に
登
録
さ
れ

た
種
子
繁
殖
イ
チ
ゴ
の

「
よ
つ
ぽ
し
」
を
駆
九
し

て
い
る
が
、
そ
れ
に
続
く

待
望
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
種
子

イ
チ
ゴ
と
な
る
。

「
円
F
A
G
1
1
」

は

堺
厨
専
用
品
種
で
、

語
燦
パ
ー
ト
ナ
ー
企

業
姦
充
し
て
い
く
が
、

2
月
以
降
か
ら
種
子
の
提

供
を
一
部
胆
子
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
国
内
に
お
い
て
は

ミ
ヨ
シ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
品

種
「
玲
F
A
G
1
2
」
に

如
え
、
三
重
県
と
の
共
同

開
発
品
種
「
玲
F
A
M
1

2
」
の
2
口
羅
1

簡
け
と
尖
り
向
け
に

需
し
、
告
者
に
は
今

年
の
翁
中
試
誓
の
予

約
を
器
し
て
い
る
。
ナ

お
、
商
口
署
は
決
ま
り
次

箆
表
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

種
子
系
品
種
は
鴛

理
が
不
要
で
、
こ
れ
ま
で

6
ケ
月
以
上
を
唇
た
育

簡
を
轆
か
ら
約
3

ケ
晶
に
短
縮
で
き
さ

ら
に
病
生
量
の
り
ス
ク
も

低
芋
る
こ
と
か
ら
、
生

産
者
の
龜
軽
減
コ
ス

ト
ダ
ウ
ン
、
収
の
増
加

、

喜
荷
の
低
減
な
ど
が

見
込
め
る
。
さ
ら
に
燦

市
場
で
繍
健
の
イ
チ

ゴ
雪
が
少
な
く
、
日
本

0
0
専
有
の
甘
く
て
お
い

し
い
イ
チ
ゴ
累
漂
容

易
に
な
る
こ
と
で
大
き
な

隔
が
期
待
で
き
る
と

い
っ
て
い
る
。

に
行
わ
れ
る
電
に
な
っ

て
い
る
。
棄
な
ら
ぱ
昨

而
す
る
は
ず
だ
っ
た
て
い

、

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の

で
今
年
7
月
に
延
期

と
な
っ
て
い
た
。
誘
は

中
部
1
 
(
セ
ン
ト

Z
 
に
鑒
す
る
語

言
、
ン
片
豆
m
乏
雰
唇

(
銘
県
属
示
男

に
お
い
て
鹽
す
る
。

な
お
鯉
璽
団
体

翻
:
業

外
詞

二

口ヒ

三
重
県
と
の
共
同
開
発
品
種

「
杓
F
A
M
1
2
」

の
募
集
締
め
智
で
あ
る

2
月
紛
日
釡
)
が
迫
っ

象
は
「
施

、

「
付

資
材
」

、

「
生

機
墨

帯
需

.

産
管
理
機
器
・
資
材
」
な

ど
姦
に
わ
た
っ
て
募
っ

、
鳳
委
の
公

て
お
り
、

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
詳

1
要
琴
掲
載
し

て
い
る
。

ミ
ヨ
シ
オ
リ
ジ
ナ
ル
種
子

イ
チ
ゴ
「
円
F
A
G
1
2
」

G
P
E
C
の

出
展
募
集

締
め
切
り
迫
る

日
蠢
箇
壮
蔓
系

主
催
す
る
施
箇
芸
・
植

物
工
場
展
2
0
2
1
 
(
G

P
E
C
)
と
、
ス
マ
ー
ト
ア

グ
リ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が

雀
す
る
ス
マ
ー
ト
ア
グ

リ
ジ
ャ
パ
ン
が
露
県
に

お
い
て
7
月
H
e
S
玲
日

国
内
向
け
の
「
W
F
A

G
1
2
」
は
墨
が
硬
く

て
置
色
は
橿
赤
。
膝

巨
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ

く
て
お
い
し
い
。
そ
し
て

三
重
県
と
の
共
晶
発
品

「
扮
F
A
M
1
2
」

は

墨
が
硬
く
て
置
、
果

肉
と
も
赤
色
で
甘
い
。

国
内
向
け
園
鴇
の
纂

に
つ
い
て
は
三
好
ア
グ
リ

テ
ッ
ク
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
壁
信
し
て
い
る
。
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品目

穀物等

2020年品目別輸出額
金頬

(百万1ID

51,025

米(援助米除く)

野菜・果実等

ヲ果物

りんこ

ぶどう

いちこ

ながいも

かんしょ

もも

なし

かんきつ

製品特徴

・丈夫で長期問使用できます。

.設置や操作が簡単で、どなたでも

取り扱えます。

.制御盤の管理プログラムにより、
ハウスに適な栽培環境を作り出します。

・大幅な省力化になり、

投資費用も早期に回収出来ます。

邦抜粋

前年同期比
%

53,11

45,786

29,353

+10.5

農水省

10,702

+15.0

4,118

+2.9

2,630

'10

'262

S航4RTκ1丁自動換気システムは生産者の労力を軽減しさらしー
人と作物に快適な環境を作りだします 1

2,129

2,062

+29,1

1,871

+24.8

763

'6.1

687

十21.フ

'1.4

'1.4

+3.3

三
菱
ケ
ミ
カ
ル
樹
(
本
社
東
泉
都
千
代
田
区
智
昌
之
萇
)
は
甥
工

叢
の
強
化
を
晶
に
、
本
年
4
月
1
月
で
三
琴
ミ
カ
ル
と
雲
社
の

三
琴
ミ
カ
ル
ア
グ
リ
ド
リ
ー
ム
繍
(
本
社
璽
泉
笛
区
狩
野
1
)

が
そ
れ
ぞ
れ
持
っ
て
い
る
甥
工
場
璽
を
、
=
菱
ケ
ミ
カ
ル
雲
社
の
三
菱

ケ
ミ
カ
ノ
ク
、
.
;
ー
、
、
、
 
o
j
 
こ
0
 
8
年
連
続
で
過
去

最
高
額
を
更
新

三
菱
ケ
ミ
カ
ル
ア
ク
ァ

霖
査
省
は
2
0
2

.

0
年
属
査
物
・
食

ソ
リ
ユ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
に
移
管

品
の
飽
実
婆
取
り
ま

と
め
た
。
麺
コ
ロ
ナ
ウ

現
在
、
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
用
し
た
純
水
鍵
嚢
置
な
喜
工
場
へ
の
一
T
ズ
ィ
ル
ス
の
で
霜
に

及
ひ
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
ア
グ
ど
の
各
種
水
処
理
装
置
が
高
ま
亀
三
菱
ケ
ミ
矣
き
な
力
で
て
ぃ

リ
ド
リ
ー
ム
で
は
苗
専
用
や
、
健
饗
口
案
材
向
け
カ
ル
グ
ル
ー
プ
が
有
す
る
る
が
、
霖
喜
や
食

人
工
光
装
置
「
苗
テ
ラ
の
1
装
眞
琴
甥
工
褐
欝
を
三
品
の
曾
は
好
調
で
曾

ス
」
、
務
専
果
禁
 
1
窕
法
壽
用
し
菱
ケ
ミ
カ
ル
ア
ク
ァ
.
ソ
額
は
9
、
 
2
2
3
億
円
と

培
「
ナ
ツ
パ
ー
ラ
ン
ド
」
た
排
水
処
理
装
置
の
設
計
り
ユ
ー
シ
ョ
ン
ズ
に
集
約
な
り
、
 
2
0
1
9
琵
で

の
ほ
か
、
新
型
器
培
・
製
造
・
施
工
棄
を
展
化
す
る
こ
と
で
、
「
水
」
は
U
%
の
増
加
、
額
で
は

シ
ス
テ
ム
「
A
N
」
や
開
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
に
関
す
る
卓
越
し
た
技
術
 
1
0
2
億
円
の
増
加
で
、

「
国
習
屯
雪
ご
な
ど
、
禾
膜
ろ
巖
料
化
シ
ス
や
設
計
、
施
工
能
等
と
 
8
鴛
で
墾
喬
額

L
。
ま
た
、
小

培
技
術
を
用
い
た
テ
ム
を
霽
け
、
災
生
尋
の
シ
ナ
ジ
ー
に
ょ
り
、
よ
を
弔

フ甥
工
場
の
設
計
施
工
に
ょ
る
票
時
で
も
水
ラ
リ
高
度
で
れ
た
甥
工
饗
惣
ど
喜
め
た
輸

及
ひ
塵
九
に
関
す
る
素
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
が
可
禽
磯
品
及
ひ
サ
ー
ビ
出
額
は
9
、
 
8
6
6
億
円

を
行
っ
て
い
る
。
能
な
サ
ー
ビ
ス
を
ぎ
ス
の
提
供
を
図
っ
て
ぃ
で
あ
っ
た
。

く
。
ま
た
、
集
約
化
に
ょ
内
訳
は
農
覇
6
、
 
5

一
方
、
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
て
い
る
。

、
、
つ
て
将
来
的
に
は
、
バ
イ
 
6
5
億
円
(
型
壁
易

ア
ク
ア
・
ソ
リ
ユ
ー
シ
ョ

事
業
集
約
で
植
物
オ
技
響
を
熨
暑
せ
た
比
十
Ⅱ
.
フ
%
)
、
林
産

ン
ズ
は
長
年
に
わ
た
り
水

工
場
の
一
局
度
化
ヒ
、
ー
、
U

甥
工
場
の
高
度
化
や
物
一
3
8
1
億
円
(
型
駒

処
理
ビ
ジ
ネ
ス
を
煮
け

、

て
お
り
、
イ
オ
ン
需
気
候
姦
1
口
医
療
・
健
饗
品
.
エ
ネ
年
易
比
+
釜

脂
や
イ
オ
ン
ー
利
の
基
等
で
A
後
ま
す
ま

.

.

芸

露X1
よ
ど農産ナ

ス
が

や
養

材
を

産
資

部
門

0
社

る
。

ま
た
曾
先
は
1
位
が

2
0
2
0
年
の
 
1
0
?
笛

輸
出
実
績
公
表
〒
W
繊
、
。
●
ミ

2
位
が
中
国
(
1
、
 
6
3

産
物
2
、
 
2
7
7
億
円
 
9
億
円
.
ア
ル
コ
ー
ル
飲

(
対
前
年
同
期
比
'
即
料
霊
の
種
)
、
3
位

.
8
%
)
で
、
農
霧
の
が
ア
メ
リ
カ
(
1
、
 
1
8

増
加
が
目
立
っ
。
霊
・
 
8
億
円
・
告
、
ソ
ー
ス

墨
等
で
は
ぶ
ど
う
、
い
混
合
調
味
料
と
な
っ
て

ち
ご
、
か
ん
し
ょ
墾
豊
い
る
。

よ
り
大
き
く
伸
ぴ
た
。
曾
が
増
加
し
た
要
因

4
月
1
日
か
ら
苗
デ
ラ
ス
(
賃
@
)
や
ナ
ッ
パ
ー
一
フ
ノ
ド
な
ど
、
植

物
工
場
関
連
璽
は
全
て
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
ア
ク
ァ
・
ソ
リ
ユ
ー
シ
ョ

ン
ズ
齢
に
移
管
さ
れ
る

と
し
て
は
、
世
晶
な
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感

染
拡
大
に
伴
い
曾
稔

が
型
星
'
Ⅱ
・
ー
%
と

某
ノ
す
る
屯
器
や

の
よ
忌
毒
食
向
け
の

産
品
が
増
加
し
た
こ
と

や
、
上
詣
は
低
迷
し
た

告
や
日
本
酒
が
器
方

法
の
改
盖
曇
に
ょ
り
軍

期
は
回
復
し
た
こ
と
が
大

き
い
と
見
て
い
る
。

ノつ
て
い
る
0
 
宣
言
昂
W
都
盛
で
3
月
や
、
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
等
 
4
倒
西
農
讐
材

三
菱
ケ
ミ
カ
ル
ホ
ー
ル
 
k
 
7
日
ま
で
延
長
さ
れ
た
に
ょ
る
体
温
測
定
を
行
 
P
0
」
、
甥
工
場

^
Y
イ
ン
グ
ス
グ
ノ
^
.
 
e
 
^
^
6
旦
^
)
ま
で
の
^
^
置
や
常
時
^
な
ど
徹
辧
の
農
業
技
術
を

略
「
K
A
1
T
E
K
 
日
局
に
わ
た
り
イ
ン
テ
ッ
底
し
た
コ
ロ
ナ
対
策
を
講
す
る
「
関
西
ス
マ
ー

^
武
A
町
T
に
^
^
 
e
 
^
 
6
 
ク
ス
^
^
^
之
じ
る
0
展
恋
姦
搾
玲
業
E
X
P
0
」
、
農

て
、
「
.
露
」
^
り
~
江
区
に
お
い
て
櫂
さ
時
S
1
時
の
陳
象
多
い
物
を
加
工
.
盟
サ

を
解
決
す
べ
き
社
会
課
題
日
れ
る
西
日
本
曼
の
総
合
雋
に
あ
り
、
密
を
避
け
め
の
機
器
.
サ
ー
ビ

.
涛
す
べ
1
銀
溢
展
「
関
西
農
業
W
e
e
 
る
た
め
に
も
こ
の
簡
を
蟹
る
爾
西
6
次

知
疑
化
野
の
饗
曲
辰
定
 
2
 
グ
ジ
ビ
シ
3
ジ
夫
じ
U
ほ
し
い
と
喜
は
鶏
な
ど
に
関
す
る
資

の
一
環
で
あ
り
、
A
鴛
翅
は
政
府
薹
の
展
呼
び
か
け
て
ぃ
る
。
展
手
る
凾
西
畜

ル
ー
プ
が
保
有
す
る
委
鹽
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
関
西
農
業
W
e
e
k
は
材
E
X
P
0
」
の
4

財
産
盲
さ
せ
て
こ
の
鴛
し
て
霊
通
り
開
最
新
羅
禽
芸
農
業
で
構
成
さ
れ
 
2
0

財
産
盲
さ
せ
て
こ
の
、
、
,

、
<
0
 
い
る
。
来
場
に
関
し
て
全
焚
農
薬
暴
・
物
流
サ
ー
ビ
ス
を
出
展
す



こ
な
か
っ
た
と
い
う
例
は
か
な
か
出
来
て
い
ま
せ

あ
り
ま
せ
ん
。
・
こ
の
生
量
ん
。
と
い
う
こ
と
は
タ
バ

高
価
象
普
及
の
足
か
せ

が
も
し
杲
に
侵
入
し
て
コ
カ
ス
ミ
カ
メ
に
限
ら
ず

き
た
と
き
に
、
農
薬
で
駆
ハ
ウ
ス
の
中
に
天
敵
を
先

士
着
天
敵
の
活
用
を
芋
れ
ば
い
い
と
言
わ
れ
に
入
れ
る
と
い
一
裂
術
を

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
璽
す
る
こ
と
で
、
も
っ

益
で
の
デ
ー
タ
で
は
な
農
薬
が
到
達
し
に
く
い
と
妄
定
し
た
使
い
方
が
出

い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
ろ
に
潜
り
込
ん
で
い
る
来
る
の
で
は
な
い
か
と
思

宮
崎
大
学
農
学
部
r

」

、
、
か
粛
回
数
が
増
え
る
い
ま
す
。

植
物
生
産
環
境
科
学
科
教
授

ノ
と
な
れ
ぱ
ど
れ
だ
け
の
時

大
野
・
和
朗
氏

丁

そ
う
い
う
こ
と
で
ヨ
ー
か
け
な
け
れ
ぱ
い
け
な
い

、
、
一
、
し
ナ
ι

た
越
そ
の
後
は
天
敵
が
し
い
農
薬
っ
ま
り
選

(
前
号
よ
り
続
く
)
で
あ
れ
ば
オ
ラ
ン
ダ
よ
り
ロ
ッ
パ
で
は
ト
マ
ト
で
普
の
か
、
考
え
た
だ
け
で
も

い
る
お
か
げ
で
盟
に
な
択
性
農
薬
を
使
う
こ
と

日
本
に
お
け
る
天
騎
も
ス
ペ
イ
ン
を
勧
め
て
い
通
に
使
わ
れ
て
い
る
の
に
怖
い
話
た
と
思
い
ま
す
。

ら
ず
に
栽
培
で
き
て
い
ま
と
、
天
敵
の
能
力
喜
め

用
の
課
樫
得
力
高
す
ま
す
。
ス
ペ
イ
ン
の
方
が
杲
で
は
タ
バ
コ
カ
ス
ミ
さ
て
タ
バ
コ
コ
ナ
ジ
ラ

す
。
る
た
め
の
1
 
竈

ぎ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
日
本
の
い
ま
の
施
設
栽
培
カ
メ
の
禾
4
力
ち
ょ
つ
と
ミ
で
す
が
、
騨
で
ゴ
マ

い
ま
ま
で
の
天
劉
生
管
翌
が
大
切
で
す
。

い
ま
の
状
況
と
し
て
奘
の
天
軸
用
に
参
考
に
な
止
ま
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
を
植
え
る
と
大
・
発
生
し

で
根
本
的
に
豊
っ
て
い
躍
性
で
き
れ
い
に
整

型
響
の
農
家
以
外
は
な
る
部
分
が
多
い
か
ら
で
ト
マ
ト
で
タ
パ
コ
カ
ス
ミ
ま
す
。
ハ
ウ
ス
の
中
に
ゴ

た
の
ι
墨
が
え
た
か
備
し
た
ハ
ウ
ス
、
あ
る
い

か
な
か
天
敵
牢
分
に
使
す
。
カ
メ
を
普
及
さ
せ
る
必
要
マ
や
ク
レ
オ
メ
と
い
う
植

う
余
禁
な
い
と
い
う
こ
オ
ラ
ン
ダ
は
E
U
が
統
が
あ
る
蔵
じ
て
ぃ
る
一
物
そ
の
他
バ
ジ
ル
を
入

と
で
、
ハ
ウ
ス
周
辺
に
生
一
し
た
と
き
に
天
敵
薪
番
大
き
な
理
由
は
ト
マ
ト
れ
て
ハ
ウ
ス
の
中
に
天
敵

息
す
る
土
着
天
敵
を
爾
早
る
こ
と
で
農
薬
に
依
キ
バ
ガ
と
い
う
ア
フ
り
力
奎
着
さ
せ
ま
支
こ
の

す
る
と
い
う
憙
が
あ
り
存
し
な
い
農
産
物
を
ア
ピ
屋
の
生
量
が
ヨ
ー
ロ
ッ
握
園
の
良
い
と
こ
ろ
は
タ

ま
す
。
ー
ル
す
る
こ
と
が
出
甕
パ
に
広
が
っ
た
こ
と
で
バ
コ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
と
か
の

現
在
E
艾
と
く
に
南
し
た
。
ス
ペ
イ
ン
、
イ
タ
す
。
ト
マ
ト
の
茎
や
墨
生
量
が
出
登
殿
天
敵
を

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
契
な
天
り
ア
、
フ
ラ
ン
ス
は
農
薬
に
潜
る
の
で
農
薬
の
轡
導
入
し
て
總
し
て
お
く

敵
利
用
の
展
開
が
あ
っ
を
U
つ
か
り
と
や
っ
て
い
が
悪
い
。
蕩
こ
の
ト
マ
こ
と
苗
甕
す
。
い
ま

て
、
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
の
天
敵
ま
す
が
、
ス
ペ
イ
ン
は
発
ト
キ
バ
ガ
の
藤
に
タ
バ
ま
で
の
圭
量
管
理
天
敵

利
用
を
見
た
い
と
い
う
の
想
を
覆
し
て
オ
ラ
ン
ダ
コ
カ
ス
ミ
カ
メ
が
ひ
じ
ょ
剤
で
県
簸
し
て
ぃ

・
以
上
の
渡
薬
餐
薬
う
に
高
た
と
い
う
こ
と
る
か
と
い
う
と
天
敵
を
業

栽
培
に
近
い
農
業
を
儲
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
こ
の
者
に
注
文
す
る
の
が
遅
す
、
Ξ
、
三
、
、
、
一
、
Ξ
、
、
一
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
一
1
亘
三
、
ー
ー
ー
ー
ー
三
、
、
、
妻
、
ー

松

さ
せ
て
い
ま
す
0
 
剣
か
一
気
に
拡
大
し
て
ぎ
て
璽
が
増
え
て
し
ま
ツ
ズ
も
購
入
す
る
こ
と
が

出
来
る
。
こ
の
ほ
か
今
月

つ
た
り
、
あ
る
い
は
天
敵
ト
キ
タ
種
苗
が

タ
パ
コ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
が
い
ま
す
。

の
お
す
す
め
品
種
の
騨

ト
マ
ト
や
キ
ユ
ウ
リ
で
問
い
ま
ま
で
堺
で
か
な
を
注
文
す
る
の
が
早
す

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ヨ
ツ
プ
開
設
も
行
っ
て
い
る
。

ム

題
に
な
う
て
い
ま
す
が
、
り
大
き
な
贈
に
な
っ
た
ぎ
.
餌
の
璽
が
い
な
い

ト
キ
タ
語
繍
品
ラ

こ
の
天
敵
で
あ
る
タ
パ
コ
生
量
が
杲
に
侵
入
し
て
の
に
放
し
て
し
ま
う
か
ら
.
 
1
 
0
-
.

2

カ
ス
ミ
カ
メ
が
ヨ
ー
ロ
ツ
、
:
,
天
敵
が
増
え
ず
に
ト
キ
タ
欝
は
オ
ン
と
す
る
好
評
の
凹
羅
を
数
イ
ン
ナ
ッ
プ
や
コ
ン
テ
ン

い
な
く
な
っ
て
し
ラ
イ
ン
で
購
入
で
き
る
多
く
届
け
る
歪
に
し
て
ツ
の
充
実
さ
せ
て
い
く
た

パ
で
か
な
昆
わ
れ
て
い

3

こ

め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ

ま
い
、
そ
の
後
害
「
T
O
K
r
T
A
 
O
N
 
い
る
。

ま
す
。
そ
し
て
国
内
で
は

虫
が
増
え
て
し
ま
し
1
N
E
S
H
O
P
」
オ
ー
プ
ン
第
一
弾
の
商
プ
へ
の
意
見
量
、
質

¥

う
。
要
す
る
に
虫
を
1
月
Ⅱ
日
に
開
設
し
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
は
「
グ
問
な
ど
が
あ
っ
た
ら
、
問

の
発
生
を
ど
こ
で
た
。
種
や
寿
鼠
入
の
ス
ト
イ
タ
リ
ア
シ
リ
ー
い
A
易
せ
フ
ォ
ー
ム
よ
り

見
極
め
て
ど
の
よ
み
な
ら
丈
プ
ロ
農
家
や
ズ
」
で
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
ぜ
ひ
気
軽
に
尋
ね
て
ほ
し

、
、
、
、

う
に
対
処
す
る
の
毒
詣
を
し
て
い
る
人
は
も
ち
ろ
~
ス
ー
パ
ー
い
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

か
と
い
う
こ
と
が
に
向
け
て
徒
立
っ
栽
培
で
も
見
か
け
る
よ
う
に
な
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
ホ

農
家
さ
ん
は
難
し
鑢
や
凹
0
1
を
発
信
っ
た
グ
ス
ト
イ
タ
リ
ア
の
ー
ム
ペ
ー
ジ
"
涯
易
一
＼
＼

く
て
出
来
な
い
し
て
い
く
と
と
も
に
、
グ
種
が
龜
格
で
購
入
可
能
甘
五
§
=
希
.
m
冒
'

し
、
普
贅
も
な
ス
ト
イ
タ
リ
ア
を
は
じ
め
の
ほ
か
、
資
材
や
関
連
グ
又
各
＼

西
田
本
富
心
に
土
着
天
'

敵
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
ト

マ
ト
の
量
が
落
ち
る
と

実
に
被
書
る
と

、

かか
と
い
う
研
究
デ
ー
タ
が

あ
る
よ
う
で
す
。
し
か
し

を
し
て
は
集
奎
験

結
果
に
し
か
成
P
倶
な
い

ハ
ウ
ス
で
は
キ
ユ
ウ
リ
栽
ス
ィ
ー
ト
バ
ジ
ル
を
ピ
ー

繁
灣
る
と
ビ
一
T
ル
マ
ン
ハ
ウ
ス
に
植
え
た
と

を
梨
し
て
い
る
に
も
か
こ
ろ
、
バ
ジ
ル
に
も
の
す

か
わ
ら
ず
タ
バ
コ
カ
ス
ミ
ご
い
数
の
天
敵
が
い
る
よ

カ
メ
は
ク
レ
オ
メ
と
い
う
う
に
な
り
、
こ
の
農
家
は

甥
で
ジ
ワ
ジ
ワ
と
増
え
衡
の
轄
が
必
要
な

く
な
っ
た
の
で
傑
大

て
い
き
次
の
作
型
で
キ

を
し
て
ハ
ウ
ス
を
3
嬉

ユ
ウ
リ
を
植
え
る
と
き
に

晶
な
く
増
え
て
い
る
や
し
て
い
ま
す
。

一

益
で
し
た
。
こ
の
時
は
こ
こ
ま
で
を
ま
と
め
る

苗
と
一
緒
に
タ
バ
コ
コ
ナ
と
、
す
べ
て
の
天
敵
に
有

コ論

令和3年2月7臼(日鬮日)

1スワルスキーカブリダニ 250頭X1卯バック 1 4.9闘円1 18.280円1 3.郎倍
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USドル円レート 1ドル=106.82円(2020.7121)
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6幼倍頭其■伽武ウク。 3,4舶円

ソイル^、

妹)加藤工業所胞料事業
〒322・0033・栃木県鹿沼市府所町 20
TEL028965・3121 FAX028965-3124

h廿P://WWW.ka如・industry.com
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◆ほかし肥料の原料としてもお使い頂けます。

【特徴】

*各原料の分觧特性を考嵐して設計配合してあります。

*長期閻の穏やかな分解で無機化も緩慢ですから、肥切れや濃度蹄害も緩利され
むらのない養分供給が図れます。

*土壌微生物を活性化し団粒形成・保水性・通気性の向上等士壌現境を改善され
ます。

*連用しても作物・土壌を選ぱず悪化させることはありません。

天敵の能力高める

環境▼づくり'を
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ハウス栽培:雨除出こ適tる。.→橘糊一淀棚〔コ飯棚

播種期朋明朋朋明 1明 1明

雨削ナ

ネクスター1号

令和3年2月7日(日咽日) (4 )

東洋農事が新品種を発売しました!

黄化えそ

退緑黄化

^

うどんこ

0低温期の伸張性がある。
0花粉の発生が良く果が安定する。
0肥大性が良く収性が良い。
0形状はボコつきが少なく綺麗。
0糖度力町"がりやすく、シャリ姦があり

トンネル

2 トンネル

ハウス
峯闘禦平野罫を晶皐と本る

^

佐 2

0適応幅が広く、ハウスからトンネル栽培に向く。
0低温伸張性があり早い時期からの栽培が可能。
0低温果性が良い。

が良い。0足大性が良く
0糖度が高くシャリ感があり美味しいスイカが味わえる。

.

3

食昧にれる。
5

●一・^●^■
掲竪窒掃冥周吸襲

6 7

トンネル

2mトンネル

ハウス
掛聞塵早野齢置ぎ岸七*る

栓

V'東洋農事株式会社

耐久性と使用感力{向上した

HT-R45C

村田の苗は土づくりを基本とし
環境にやさしい手作り苗です"

0このほかに新品種として,1舩菜「YC-1」、野沢菜「N-10」、
にら「TYC-1Uを発売しました。お申込みは当社へ 1

〒309-1127 茨城県筑西市桑1.Ⅱ2000-1
仭話0296(57)2225"勺 FAX 0296(57)9712

2 3 4

マックス

'゛

査6

●一ー^■
抽霜建蛸交艶電寝

全国各地のJA(支所を含む)のほかに問屋等200件余り
の取引先への苗出荷を通して、生産者の方々の栽培を支え
ています。村田の苗は全国的に高い評価をいただき、数々
のを受しています

7

キュウリ接木苗75m
本葉2~2.5枚まで

ナス接木苗75m ビーマン苗900η
本葉8~10枚まで本葉4.5~55枚

ご注文はお近くのJA、種苗店等を通じてご用命いただいています。
なお、お問い合わせは下記へ。

t (掬村田農場

トマト接木苗90伽

〒791-0214 愛媛県東温市南野田734-1

TEL089(964)7878 FAX 089(964)0406
ネットからのこj主文も承っています htゆゾ/murヨ始farm.00,jp

^^^

^丁__ニ

三
三
三'

=
豊

1

一
.
一
、
一
一
一
一
一

亨

一
一
一

育
苗
種
類
は
キ
ユ
ウ
リ
、
ト
マ
ト
、

ナ
ス
、
メ
ロ
ン
、
ス
イ
カ
、
カ
ボ
チ
ャ

な
ど
多
種
類
に
及
び
ま
す
。

こ
こ
に
示
し
た
の
は
ほ
ん
の
一
例
で
す
。

冨

「
ネ
ク
ス
タ
ー
皀
異
病
性
で
、
黄
化
え
そ
病
・

克
)
」
屡
水
省
退
讐
化
病
・
褐
籍
・

口
羅
登
録
出
願
歪
は
う
ど
ん
こ
病
に
隅
性
を

黄
化
え
そ
病
(
M
Y
S
V
 
持
つ
ほ
か
、
べ
烏
に
も

)
、
退
餐
揚
、
強
い
。

う
ど
ん
こ
病
に
・
蔑
性
は
釦
S
和
%
で

、

鵬
性
を
持
ち
、
作
型
に
 
1
S
2
果
成
り
を
示
し
、

合
わ
せ
て
1
号
か
ら
3
号
子
枝
・
嚢
と
も
般
り

ま
で
取
り
揃
え
て
い
る
。
に
な
り
、
 
1
S
2
果
成
り

「
ネ
ク
ス
タ
ー
ー
号
」
は
を
示
す
。

7
§
で
盆
前
竃
品
・
や
や
角
葉
の
中
位
で
、

種
「
ネ
ク
ス
タ
ー
2
 
藷
位
、
男
中
位
。
生

号
」
は
7
§
で
盆
後
育
は
や
や
早
く
て
ス
ッ
キ

定
植
畏
「
ネ
ク
ス
タ
リ
と
し
た
蔓
を
示
し
、

1
含
ぢ
」
は
晩
秋
9
月
S
 
糧
し
や
す
く
省
力
で
あ

翌
2
1
で
、
越
冬
、
る
。
子
枝
は
徒
長
し
に
く

促
成
半
促
成
用
口
羅
と
い
紫
璽
に
発
生
す
る
。

な
っ
て
い
る
。
各
口
程
の
・
矮
は
程
の
口
羅
で

る
。

特
長
は
次
の
通
り
。

・
果
長
詑
S
部
地
。
死
果

ネ
ク
ス
タ
ー
ー
号

▽
適
応
作
型
の
発
生
が
少
な
く
犠
が

・
ハ
ウ
ス
栽
培
一
認
け
早
い
星
種
で
、
隻
緑

に
適
す
る
。
欝
は
5
 
色
果
で
光
沢
が
良
い
た

月
か
ら
7
月
半
ば
ま
で
。
め
、
市
場
評
価
の
高
い
き

籍
は
6
月
か
ら
8
月
の
ゆ
う
り
が
糧
で
き
る
。

盆
前
ま
で
。
綴
は
7
月
・
量
男
力
早
く
、
寡

日
照
期
で
妾
定
し
、
か

か
ら
U
月
ま
で
。

つ
壱
て
ー
な

▽
特
性

・
日
本
初
の
4
袈
厶
晶
る
。

日
本
初
の
4
種
複
合

耐
病
性
き
ゅ
う
り

亘
・
=
、
、

一
一
,
一

一
、
主
一

三
、
、
一

三
二

"
一

使
果
高
上
さ
せ
た
モ

デ
ル
で
、
螢
時
の
と
じ

薹
を
窃
%
、
本
体
質

鳶
⑳
%
軽
減
し
倭

構
は
そ
の
ま
ま
に
、
ス
一

ー
プ
ル
が
吐
、
窪
り
に
く
い

ド
ラ
イ
バ
・
マ
ガ
ジ
ン
を

議
し
て
い
る
。
割
口

の
後
ろ
に
プ
レ
ー
ト
を
設

置
し
、
ス
テ
ー
プ
ル
を
固

定
す
る
こ
と
で
ず
れ
や
変

形
を
蓼
、
安
定
し
た
打

ち
込
み
を
実
現
し
た
。
ま

た
、
握
り
や
す
い
エ
ラ
ス

ト
マ
付
き
グ
リ
ッ
プ
を
採

用
し
た
こ
と
で
、
ユ
ー
ザ

ー
の
手
に
か
か
る
負
担
も

軽
減
し
て
い
る
。

希
望
小
売
価
格
は
ー

0
、
 
0
0
0
円
(
税
込
1

ー
、
 
0
0
0
円
)
で
、
全

国
の
J
A
、
語
店
、
園

芸
店
霧
療
ど
を
通

じ
て
駆
冗
す
る
。

き
ゅ
う
り
や
レ
イ

シ
な
ど
の
嘉
元
で

あ
る
樹
久
留
米
雷

園
芸
(
御
呆
八
女

市
豊
福
1
2
2
6
)

は
、
日
本
で
初
め
て

の
4
袈
厶
鼎
性

品
種
「
ネ
ク
ス
タ

1
」
喜
年
の
6
月

か
ら
発
売
す
る
こ
と

を
発
表
し
、
予
黎

付
を
器
し
た
。

・
舮
ψ
ー
ム
レ
玖
治
木
^

雰
き
と
「
光
趣
」
が

適
す
る
。

▽
栽
培
要
点

蛋
優
の
活
羣
ス
ム

ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
大
切

で
、
活
蛋
い
が
出
始

め
る
ま
で
は
、
こ
ま
め
に

潅
水
し
て
勢
い
よ
く
青

さ
せ
る
。
そ
し
て
活
着
つ

り
上
げ
後
栞
を
控
え
気

味
に
行
い
な
が
ら
ハ
ウ
ス

内
の
湿
度
管
理
に
注
意

(
謬
燥
に
し
な
い
)
し

な
が
ら
告
さ
せ
る
。

蛙
が
2
本
程
度
里

し
鶴
た
ら
株
元
へ
潅
水

を
行
い
果
実
肥
大
を
促

す
。
こ
の
時
一
疹

の
潅
水
姦
す
と
バ
ラ
ン

ス
斎
す
こ
と
に
な
る
の

で
、
徐
々
に
潅
を
増

や
し
て
い
く
よ
う
に
す

る
。
そ
し
て
ー
は

賜
れ
に
な
ら
な
い
よ
う

に
草
る
。

な
お
、
ウ
ィ
ル
ス
に
つ

い
て
は
幾
に
ょ
り
ウ
ィ

ル
ス
や
病
原
菌
の
棲
が

異
な
り
、
福
病
す
る
ケ
ー

ス
も
あ
る
。
幼
翁
の
感

染
及
風
の
低
下
に
ょ

つ
て
は
発
病
す
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
の
で
、
蛋
剛
後

の
生
量
腰
を
欝
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。

ネ
ク
ス
タ
ー
2
号

超
多
収
の
同
社
品
種

「
観
」
に

性
を
持
た
せ
て
お
り
、

ー
で
盆
後
癌
の
品

種
。
釦
S
和
%
の
艘
り

で
1
S
2
果
成
り
。
果
長

訟
地
で
色
と
果
形
が
良

と
に
か
く
量
里

、
0が

早
い
品
種
で
日

一
を
可
能
に
す
る
品
種
。

ネ
ク
ス
タ
ー
3
号

鞍
9
月
S
翌
2
昆

き
で
越
冬
、
促
成
半
促

成
用
の
口
羅
。
和
S
卯
%

の
節
成
り
で
、
果
長
訟

地
。
果
食
く
晃
が
安

定
し
、
青
も
早
く
墨

里
の
早
い
促
成
品
種

※
※
※

現
棄
ク
ス
タ
ー
ー
号

の
予
約
駆
を
行
っ
て
お

り
、
得
は
1
袋
(
3
5

0
粒
入
り
)
 
1
2
、
 
8
0

0
円
(
稜
)
。
ネ
ク
ス

タ
ー
に
つ
い
て
の
問
合
せ

は
久
留
米
種
苗
園
芸
ま

で
。
(
電
話
0
4
9
3
1

2
4
1
2
7
4
7
)

*
木
ら
く
テ
ー
プ
ナ
ー

H
1
1
R
妬
C
発
売

才'
極

,
一
が

一
可
〆

マ
ッ
ク
ス
総
は
支
柱
や

孫
に
茎
や
つ
る
を
固
定

す
る
た
め
の
テ
ー
プ
を
ホ

ツ
チ
キ
ス
ど
め
す
る
園
芸

硯
笈
「
テ
ー
プ

」
の
麹
品
、
「
楽

ら
く
テ
ー
プ
ナ
ー
H
T
1

R
4
5
C
」
を
2
月
1
日

に
発
売
し
た
。

テ
ー
プ
ナ
ー
は
ト
マ

ト
、
キ
ユ
ウ
リ
、
ナ
ス
と

い
っ
た
果
菜
類
の
所
、

プ
ド
ウ
や
キ
ウ
ィ
フ
ル
ー

ツ
の
欝
、
ワ
イ
ン
用

ブ
ド
ゥ
の
垣
根
所
な
ど

の
紗
1
に
使
用
さ
れ

て
い
る
ほ
か
、
近
美
規

饗
培
で
入
さ
れ
て
い

る
ト
マ
ト
の
吊
り
下
げ
栽

培
で
の
使
用
も
進
ん
で
い

る
。
今
回
発
売
し
た
製
品

は
べ
ス
ト
セ
ラ
ー
「
H
T

1
R
」
の
禽
と
し
て

改
良
を
如
入
耐
久
性
と

好
評
2
本
立
苗
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食味向上、高品質栽培に

^ .'

重合枯止

炭化*素結合切り要く

燃焼効,良い料へ改買

".劫普及品衝仁アガ11

第1363号

席巻 及力品種

8月~3月まき用

新しい複合病性品
ウドンコ・褐斑・ベト病に強い

周年慧培可能

合
ウドンコ・

病性
・ベト病仁強い

畷)ブルームレ台木

ゆ'泌、彬オ腿夕嘱圧1亜[1^

かねモなえ

相性ぴったり、バランス0K

8月~9月及ぴ
12月中旬以降2月まき用

えか

ーナ・ーナ

ハウス・露地全作型オールシーズン適応。

立地条件や草勢のバランスを考慮し、穂木とのバランスを整えます。

ブルーム台木も、全作型に適応できますように揃えております。

詳しくは弊社にお問い合わせください。

2号

よやか

1月中旬~8月中旬まき用

、鷲盲黒亘糧言尾1ミ、多鰄ミゞジ'÷準都、G1 眺f゜榔埼鶚久【代}FAX.1616芋 5EED 1誥゜1゜5 72,乱)FAX. M!倫。刊ヨ

バイオマス展

2月~7月まき用

'1L -

ニーナZは二ーナより草勢強め

埼玉農工がお奨めする葉面散布剤

6月~2月まき用

3月3日~5日に開催

カツオから抽出した総合アミノ酸

ボニトエキス 1=

ボニトエキス 2号
ボニトエキス 523号

トマトの葉先枯れ抑制と
実の肥大促進に!

(ゼット)

有棚巴料
根の発育を早め、開花結実を促進
日照不足を補います

作物の登熟を早める

作物の味がよくなる
低温・日照不足に強くなる

紀州梅酢梅干し製造工程で添加する
糖類、アミノ酸など含有
微生物培養液細胞分裂促進、根茎葉
の老化防止、葉緑素の活性化に効果

3種類の加里、クエン酸、ト
レハロース、微要素が配合
されている加里欠乏症対策
肥料・・葉面散布は1,000倍以上
で希釈
匿j主榔Eの場合は500倍以上に希現

燃
料
改
質
材

ル
ブ
リ
コ
ン

加
温
機
の
燃
焼

効
率
が
向
上

施
論
芸
に
か
か
せ
な

い
加
温
機
の
燃
費
向
上

や
、
完
全
欝
に
ょ
る
環

簀
葛
質
を
謡
で
き

る
織
篇
の
「
ル
プ

リ
コ
ン
」
と
い
一
属
品
が

施
闘
芸
農
家
の
間
で
注

目
を
鬻
て
い
る
。
(
製

造
兀
一
ア
ジ
ア
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
欄
・
東
京
都
渋
谷

区
)
、
駆
元
元
一
東
セ
ラ

問

ク
リ
エ
イ
ト
娩
・
葵
県

磊
市
)

織
タ
ン
ク
に
注
入
す

新
る
こ
と
で
隻
な
重
油
で

も
繋
富
な
織
分

子
に
ょ
り
編
で
完
義

芸
焼
を
蔑
す
る
こ
と
が
出

来
る
。
こ
れ
は
鴛
酵

(
プ
ロ
メ
ラ
イ
ン
・
β

ー
シ
ト
ス
ト
ロ
ー
ル
、

園

需
懐
)
等
を
石
油
系

荏
剤
で
希
釈
し
た
も

の
が
主
雰
で
、

酵
素
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が

織
を
鎧
舌
て
高

聖
な
も
の
に
竪
し
て

く
れ
る
。
製
造
元
の
ア
ジ

ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
璽
部

の
浅
見
哲
寛
部
長
に
そ
の

あ
た
り
を
わ
か
り
や
す
く

説
明
し
て
も
ら
う
と
、

雪
社
は
竪
訟
年
目
を

迎
え
、
ル
プ
リ
コ
ン
は
発

売
か
ら
即
年
経
ち
ま
し

た
。
石
油
1
鐙

と
す
る
全
て
の
窯
・
外

燃
禽
か
剣
象
で
、

長
年
に
わ
た
り
大
手
給

会
社
や
豊
=
社
な
ど
の

ほ
か
防
轡
に
も
轡
如
さ

れ
た
実
績
が
あ
り
ま
す
。

ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油
な
ど
石

油
器
縫
化
粂
の

化
易
で
長
い
鎖
の
よ
う

な
分
玉
担
に
な
っ
て
い

て
い
ま
す
。
原
油
か
ら
精

製
し
た
時
点
で
織
の
劣

化
が
始
り
、
そ
れ
を
重
合

と
い
い
ま
す
。
タ
ン
ク
内

に
織
を
入
れ
て
お
く
と

徐
々
に
粂
焚
昂
進
ん

で
劣
化
し
て
い
き
ま
す

ミ
、

ル
プ
リ
コ
ン
を
添
加

す
る
こ
と
で
重
A
巳
た
分

子
を
詔
し
て
垂
な
燃

、

ク
リ
ー
ン
で

1
鬻
率
が
よ
く
な
る
と

と
も
に
饗
向
上
す
る
こ

と
が
数
多
く
実
証
さ
れ
て

い

「
ル
プ
リ
コ
ン
」
は
安

心
・
安
全
な
欝
で
あ

り
、
こ
の
響
叩
霍
用
し

た
こ
と
で
こ
れ
ま
で
エ
ン

ジ
ン
や
鴛
な
ど
に
ト

ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
こ
と

は
な
い
。
ま
た
、
国
土
姦

省
N
E
T
1
S
の
登
録
製

品
と
な
っ
て
お
り
、

、

し
て
使
手
る
こ
と
が
出

来
る
。
農
業
用
途
で
も
ハ

ウ
ス
ー
の
添
剤

と
し
て
の
実
証
が
な
さ
れ

て
お
り
、
主
に
次
の
よ
う

な
貿
が
期
待
で
き
る
。

・
メ
イ
ン
タ
ン
ク
へ
定

ル
プ
リ
コ
ン
を
添
加
投
入

す
る
と
、
添
加
勺
1

し
て
W
%
前
後
A
重
油

を
製
で
き
る
。
費
昇

(
ル
プ
リ
コ
ン
製
品

代
を
捻
出
す
る
憲

1

つ
い
て
は
饗
が
2
%
を

超
え
る
饗
向
上
が
確
認

で
き
れ
ば
費
1
は

プ
ラ
ス
と
な
る
。

・
製
品
の
酵
素
雰
の
働

き
に
よ
っ
て
繍
油
中
の

ポ
リ
マ
ー
(
重
合
笹
を

モ
ノ
マ
ー

ι

分
判
巳
す
る
。
そ
し
て
ス

ラ
ッ
ジ
雰
を
女
類

し
、
織
習
体
を
欝

禦
の
良
い
も
の
に
竪

す
る
効
果
が
あ
る
。
そ
の

結
果
添
加
前
排
出
し

て
い
た
バ
ー
ナ
ー
、

禽
部
に
§
積
す
る

ス
ラ
ッ
ジ
や
ス
ス
矣
幅

に
胤
で
き
る
。
(
禽
効

率
が
向
上
す
る
と
と
も
に

總
パ
ー
ツ
の
長
寿
命
と

W
用
軽
減
美
舉

・
織
を
完
全
欝
に
近

づ
け
る
織
油
に
竪
で

き
る
た
め
、
添
加
黛
じ

袋
度
が
軽
減
で
き
る
。

2
千
分
の
ー
の

希
釈
で
効
果

農
喬
け
ル
プ
リ
コ
ン

の
駆
九
代
理
店
で
あ
る
東

セ
ラ
ク
リ
エ
イ
ト
繍
の
櫻

,
ー

康
晴
笈
は
、

効
率
の
改
善
で
鴛
の

温
度
上
昇
が
早
く
な
り
稼

働
時
間
が
短
く
な
り
ま

す
。
素
饗
向
上
だ
け

で
は
な
く
、
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
費
果
下
が
っ
た
鼠

品
寿
命
を
延
ば
す
な
ど
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

使
嬰
で
す
が
、
薄

希
釈
率
で
ょ
く
て
タ
ン
ク

の
2
千
分
の
ー
の
量

を
い
れ
る
だ
け
で
す
。

会
金
2
キ
"
膨
の
響
は

大
事
な
ポ
イ
ン
ト

リ
ツ

は
比
重
の
閥
で
織
を

入
れ
る
前
に
ル
プ
リ
コ
ン

を
投
入
し
て
く
だ
い
。
農

高
け
用
に
5
朋
缶
を
販

売
し
て
お
り
、
 
1
缶
で
ー

0
キ
0
膨
分
に
な
る
の
で
平

均
的
食
冬
ん
で
あ
れ

ぱ
ー
シ
ー
ズ
ン
も
ち
ま

す
。
全
1
芸
技
術

研
究
会
な
ど
を
通
じ
て
施

禽
芸
農
家
へ
の
止
局
を

し
て
お
り
、
現
在
は
関
東

圏
の
き
ゅ
う
り
、
ト
マ

ト
、
花
嵐
家
さ
ん
牢

心
に
利
用
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
全
国
耀

で
ル
プ
リ
コ
ン
空
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る

憙
ぜ
ひ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
」

ユ
ー
チ
ユ
ー
プ
(
ル
ブ

リ
コ
ン
で
検
密
に
撲

テ
ス
ト
や
、
施
謁
芸
農

喬
け
1
案
を

公
開
し
て
い
る
の
で

さ
れ
た
い
。
、
蛋
U
東

セ
ラ
ク
リ
エ
イ
ト
媒
(
茨

城
県
福
市
儒
1
1
5

6
1
6
、
電
話
0
2
9
9

1
5
6
1
5
6
5
3

中
ヨ
曾
一
一
イ
.
揺
冨
岳
ヨ
0

-
9
-
0
兄
品
◎
ヨ
才
イ
.

8
ヨ
)(

次
号
で
ル
プ
リ
コ
ン

荏
用
し
た
趣
者
の
事

例
を
葬
し
ま
す
)

ス
ラ
ツ
ジ
身
生

に
お
い
工
g
れ
る
。
国

・
勞
自
治
体
、
避
事

奮
貪
農
業

、

・
畜
産
罧
雲
ど
が
来

場
す
る
商
談
展
と
し
て
バ

イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

製
用
に
関
学
る
あ
ら

ゆ
る
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
が

嵐
す
る
ほ
か
、
セ
ミ
ナ

1
塑
g
れ
る
。
入
場
す

る
に
は
縛
券
が
必
要
で

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
(
パ
イ
オ

マ
ス
展
で
検
恋
に
て
申

芋
る
。

な
お
、
麺
コ
ロ
ナ
緊

蛋
壁
暑
昂
3
月
7
日

ま
で
延
長
さ
れ
た
が
、

、し

ま
の
と
こ
ろ
霊
通
り
開

催
す
る
こ
と
に
し
て
お

り
、
政
府
・
鳥
体
お
よ

ぴ
屋
恋
棄
界
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
驚
し

た
コ
ロ
ナ
安
壽
策
を
実

施
し
て
鴇
す
る
。

●
ノ

太
馳
や
風
力
に
次
ぐ

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
柱
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
の

が
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ

゛
、

木
材
、
動

、

禦
ど
か
ら
g
出
さ
れ

る
再
生
可
能
な
喜
工

ネ
ル
ギ
ー
資
源
と
し
て

「
査
バ
イ
オ
マ
ス
」

、

「
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー

ル
」
、
「
パ
イ
オ
ガ
ス
」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
語

が
あ
る
。

暴
盆
に
お
け
る
バ

イ
オ
マ
ス
の
科
用
は
、

袈
温
器
止
や
循
環

靴
会
の
形
成
と
い
う
視

点
に
如
え
、
従
来
の
轟

等
の
生
産
の
枠
を
超
え

1
地
の
活
用

、を
通
じ
て
籍
安
奮

に
も
資
す
る
な
ど
、

査
業
の
契
な
銀
を

畢
る
。
す
で
に
自
然

の
力
を
器
に
斎
し

た
再
生
可
讐
バ
イ
オ
マ

ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
た

須
聾
業
を
旦
子
生

響
も
出
て
き
て
い
る
。

そ
の
バ
イ
オ
マ
ス
に
関

す
る
バ
イ
オ
マ
ス
展
(
リ

ー
ド
エ
グ
ジ
ビ
シ
ョ
ン
主

催
)
が
3
月
3
e
S
5
日

に
東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト

(
東
宗
都
江
東
区
有
明
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希
望
の
タ
、
不
を
ま
こ
う
ー
・

プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
を
実
施

鵠
サ
カ
タ
の
タ
ネ
は
、
の
器
や
ポ
ラ
ン
テ
ィ
の
タ
ネ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
特

綴
嘉
動
「
お
花
の
ア
団
体
に
霧
し
て
い
る
。
設
サ
イ
ト
で
蔓
を
器

力
で
日
本
を
元
気
に
が
希
今
年
は
麺
コ
ロ
ナ
ウ
し
て
お
り
、
ま
た
、
ヒ
マ

望
の
タ
ネ
を
ま
こ
う
ノ
.
」
イ
ル
ス
咸
ミ
大
の
影
ワ
リ
の
タ
ネ
霍
っ
た
活

プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
写
年
も
で
、
先
行
き
の
不
透
明
鴨
容
の
レ
ポ
ー
ト
も
合

実
施
す
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
さ
な
ど
日
烹
で
委
わ
せ
て
募
集
し
て
い
る
。

エ
ク
ト
は
2
0
1
1
年
3
 
な
日
々
が
続
い
て
お
り
、
器
や
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア

月
の
東
日
癸
靈
蛋
こ
の
よ
う
な
時
だ
か
ら
こ
団
体
・
自
治
体
か
ら
の
応

烹
晶
に
開
始
し
て
そ
「
お
花
の
力
で
日
本
を
募
に
対
し
て
審
査
の
上
ヒ

今
回
で
Ⅱ
回
目
に
な
り
、
元
気
に
リ
一
」
で
き
る
烏
マ
ワ
リ
の
タ
ネ
を
進
呈
す

現
在
ま
で
に
厶
評
約
4
2
 
待
し
、
コ
ロ
而
の
幾
る
。
(
1
団
体
に
に
つ
き

0
嚢
分
の
ヒ
マ
ワ
リ
の
を
花
で
活
努
け
た
い
ボ
ー
0
0
袋
を
歪

タ
ネ
を
累
計
約
8
3
0
団
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
畠
応
募
要
領
繕
販
の
は

体
へ
慢
し
て
き
た
。
2
 
体
な
ど
の
活
動
に
も
穫
が
き
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
に

0
1
7
年
か
ら
は
轟
の
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
て
、
①
団
体
名
、
②
住

範
囲
を
広
げ
、
白
本
亀
 
2
月
4
日
よ
り
サ
カ
タ
所
③
扣
当
喜
名
、
④

電
話
書
冥
⑤
団
体
の
活

習
容
、
⑥
ヒ
マ
ワ
リ
の

タ
ネ
倫
鴛
を
明
記

の
上
、
以
下
の
宛
先
に
送

る
。
な
お
、
同
ウ
エ
プ
サ

イ
ト
上
で
専
尿
蔑
が

き
、
フ
ァ
ク
ス
果
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
0

〒
2
2
4
1
8
6
8
6
横

浜
市
饗
局
私
嘉
1
号

隻
会
社
サ
カ
タ
の
タ

ネ
『
お
花
の
力
で
日
本
を

元
気
に
n
一
墾
の
タ
ネ
を

ま
こ
う
ノ
.
』
係
(
5
月
肌

日
飴
高
 
F
A
X
-

0
4
5
1
9
4
5
1
8
8

2
7進

呈
の
可
否
は
逵
を

も
っ
て
代
え
る
こ
と
に
な

つ
て
お
り
、
藷
が
な
く

な
り
盗
終
了
と
な
る
。

=
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
茎
茎
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
五
三
三
三
王
三
三
三
三
一
二
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三

芸

日
本
施
設
園
芸
協
会

茶
の
セ
ー
フ
テ
ィ
、
不
ツ
ト

構
築
事
業
を
公
募

日
磊
蘭
芸
壌
=
は
る
。
A
璽
も
茶
農
家
が

燃
油
1
策
・
茶
壱
て
嵐
で
き
る
環

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
璽
琴
整
え
る
と
と
も
に
、

璽
の
霜
3
璽
趣
中
誘
的
釜
、
鴛
リ

の
公
募
を
3
月
8
日
ま
で
ス
ク
へ
備
え
る
た
め
、
燃

行
っ
て
い
る
。
近
年
は
茶
油
縛
の
高
釡
に
ょ
る

の
加
工
時
期
に
使
用
さ
れ
茶
農
家
の
讐
の
希
を

る
燃
油
得
力
高
輩
に
籍
し
、
描
得
の
影

を
受
け
に
く
い
循

あ
る
こ
と
に
ょ
り
、

家
の
欝
な
餐
呂
が
困
造
へ
の
奪
進
め
る
緊

難
な
状
況
と
な
っ
て
い
急
対
策
が
必
要
で
あ
る
こ

量
は
平
年
並
か
少
な
い
と

予
測
し
て
い
る
。

予
報
闇
中
の
太
毒

の
海
面
沓
舗
・
東
部

赤
遷
で
は
低
い
一
友

西
瓢
帯
域
で
は
高
く
て

積
乱
雲
の
発
生
が
多
く
な

る
。
こ
れ
ら
の
に
ょ

り
、
上
空
の
語
風
は
、

中
国
大
壁
で
は
平
年
よ

嵒
流
れ
や
す
く
、

本
の
西
で
や
や
南
に
蛇
行

す
る
。
こ
の
た
め
、
春
の

は
じ
め
に
か
け
て
シ
ベ
リ

ア
高
気
圧
の
舟
へ
の

張
り
出
し
が
や
や
強
く
、

縄
・
奄
美
で
は
一
時
的

に
寒
気
の
影
を
受
け
る

時
期
か
あ
る
見
込
み
。
一

方
、
北
・
東
・
西
日
本
で

は
、
上
空
の
偏
西
風
は
平

年
よ
り
北
を
流
れ
や
す

く
、
寒
気
の
を
受
け

に
く
い
見
込
み
。

2
月
北
日
本
日
査
側

で
は
平
年
と
暴
に
り

や
雪
の
呆
多
い
。
東
・

西
日
本
日
森
側
で
は
平

年
と
畏
に
・
り
や
雪
ま

た
は
雨
の
泉
多
い
。
北

・
東
・
西
日
癸
譚
側

で
は
平
年
と
暴
に
晴
れ

の
日
が
多
い
。

3
月
北
日
本
日
禽
側

で
は
平
年
と
暴
に
り

や
雪
ま
た
は
雨
の
貝
か
多

北
日
杢
譚
側
で

い
。は

平
年
と
号
晴
れ
の

艮
多
い
。
東
・
西
日
本

号
側
で
は
天
錘
数

日
の
周
期
で
変
わ
る
。
東

・
西
日
突
平
洋
側
で
は

天
気
は
数
日
の
周
期
で
変

わ
り
、
平
年
と
畏
に
晴

れ
の
県
多
い
。

月
北
・
東
日
本
日
本

海
側
は
天
凝
数
日
の
周

期
で
変
わ
る
。
北
・
東
日

吏
淫
側
と
西
日
本
で

は
天
凝
数
日
の
周
期
で

変
わ
り
、
平
年
と
暴
に

晴
れ
の
日
が
多
い
。

3
 
業
用
ハ
ウ
ス
、
共
同

利
用
施
設
等
の
導
入
の
支

気
俸
は
向
こ
う
3
か

月
(
2
S
4
邑
の
天
候

見
通
し
を
発
表
し
た
。
北

・
東
・
西
日
本
で
は
寒
気

の
影
を
受
け
に
く
い
た

め
、
向
こ
う
3
か
月
の
気

温
は
平
年
並
か
高
く
、
北

日
本
日
務
側
で
は
降
雪

と
か
ら
、
素
の
公
募
を

行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

嘗
と
国
の
拠
出
に

よ
り
資
金
を
蔑
し
、

用
の
燃
油
縛
が
一
蛋

準
以
上
に
上
昇
し
た
響

に
壊
金
壽
す
る
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
欝

姦
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
公
覇
問
は
2

月
4
日
か
ら
3
月
8
日
ま

で
。事

美
施
者
は
協
会
の

実
施
要
鍛
9
条
第
1
項

の
規
定
に
基
づ
き

実
施
者
の
欝
群
画

を
侮
し
、
管
内
の
轟

1
電

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
被
害

状
羅
が
農
飯
の
被

害
額
は
約
那
億
円
で
、
内

訳
は
農
作
物
等
の
被
害

(
訂
壽
県
)
が
2
3
9

・
4
診
(
錫
億
巴
、
農

業
用
ハ
ウ
ス
等
の
被
害

(
部
壽
県
)
か
1
2
、

フ
1
6
件
(
竹
・
2
億

と
な
っ
て
い
る
。

農
林
奎
省
は
被
災
し

た
霖
漁
善
の
委
に

え
、
百
も
早
く
廷
呂

両
力
で
き
る
よ
う
に
次

の
よ
う
ナ
ー
策
を
講

じ
て
い
る
ほ
か
、
万
一
の

災
害
に
備
え
る
園
芸
施
設

共
済
や
逢
呂
を
守
る
収

入
儒
度
へ
の
加
入
を

促
し
て
い
る
。

①
共
済
金
等
の
早
期
支
払

農
業
共
済
等
に
つ
い
て

損
害
評
癖
殺
に
行

い
、
共
済
金
・
倭
金
の

重
払
を
実
施
す
る
。

収
入
俊
に
つ
い

ナ
て
、
加
入
者
か
ら
の
申
請

に
応
じ
、
速
や
か
に
つ
な

ぎ
竪
を
実
施
す
る
。

②
災
害
関
連
資
金
の
措
」

(
1
)
強
い
農
業
・
担

い
手
づ
く
り
総
合
璽

金
靈
域
担
い
ミ

、轟
タ
イ
プ
)
先

)
を
活
用
し
、
隻
し

た
地
域
の
担
い
手
に
対

し
、
農
業
廷
呂
の
改
善
に

必
雲
農
業
用
ハ
ウ
ス
の

入
や
露
饗
培
へ
の
転

換
に
佳
昼
の
改
良
等

に
要
す
る
發
を
艘
す

0

覆
災
し
た
施
設
の

樂
を
併
せ
て
行
う
響

0

三
一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
き
婁
妻
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
=
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
=
一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
言
三
三
三

◆
ず

対
暑
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

詳
画

画
奪
を
乞
て
雲
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
し
て
烹
薯

の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
詳

画
、
欝
蔀
画
に
つ

い
て
は
、
重
施
者
で

審
査
塑
g
れ
、

を
湧
し
そ
の
承
認
が
得

ら
れ
る
こ
と
が
璽
で
あ

る
も
の
の
み
を
受
け
g

る
。

こ
の
ほ
か
詳
細
な
内
容

に
つ
い
て
は
日
壽
闘

"
蔓
=
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
参
照
の
こ
と
。

、口、

焚
霖
欝
が
意

欲
を
持
っ
て
餐
を
再
開

で
き
る
よ
う
に
、
霸
・

蛎
の
霖
墾
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
資
金
等
に
ょ

り
轟
す
る
。

(
2
)
塗
=
番
の
醤

や
、
こ
れ
に
ょ
り
手

、

る
未
収
益
期
間
に
要
す
る

冨
を
助
成
す
る
。

(
邑
1
人
材

讐
璽
に
つ
い
て
、
被

災
に
ょ
り
農
窒
を
行
え

な
い
場
貪
侶
輩
を

研
修
や
1
等
の
従

事
日
数
に
加
え
ら
れ
る
こ

一
定
の
研
修
や
農
業

、
崖
等
の
従
事
日
数
を
確

保
で
き
な
い
響
に
は
、

当
該
休
止
期
問
に
雪
す

る
期
間
、
驫
間
を
延

長
す
る
こ
と
が
で
き
る
取

扱
い
等
を
周
知
す
る
。

21

は
、
当
影
璽
も
含
む
J

(
2
)
焚
を
穩
窃

覆
、
業
大
及
藷

設
の
ー
に
取
り
組

粛
に
対
し
、
簡
晏

農
業
用
ハ
ウ
ス
、
備

等
の
設
置
・
藝
に
必
要

な
資
慕
入
や
農
欝

の
り

-
L

す
る
餐
阪
す
る
。

(
3
)
焚
し
た
共
易

靈
燥
黒

設
及
ひ
卸
売
市
場
施

等
)

設
の
再
建
・
籍
や
、
被

災
姦
に
肇
で
共
易

用
す
る
耐
種
ハ
ウ
ス
を

入
す
る
取
組
、

鼎
と
な
る
撮
し
た
施

設
の
樂
等
に
要
す
る
経

費
鰯
成
す
る
。

(
4
)
農
業
用
ハ
ウ
ス
用

資
製
ど
の
喜
倉

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
農

響
メ
ー
カ
ー
等
に
逐

ー
を
行
う
。

な
お
、
(
1
)
、
(
2
)

ひ
(
3
 
の
轟
は
、

再
建
後
の
施
設
に
つ
い

て
、
利
用
者
か
騨
=
施
設

共
済
等
の
倭
に
入
る
こ

昨
年
松
月
か
ら
の
大
雲

に
ょ
り
、
東
北
及
発
陸

努
富
心
に
塁
用
ハ

ウ
ス
や
畜
▲
暑
の
製
、

番
の
耕
れ
、
倒
倭

多
く
の
被
生
昂
発
生

、
、

と
が
望
と
な
る
。

④
逢
呂
再
開
餐
昼

に
向
け
た
童

(
1
)
被
災
に
伴
い
必
要

と
な
る
追
加
的
な
腰
・

施
腰
追
加
的
な
種
子
・

語
・
融
雪
剤
や
樹
体
の

修
復
用
資
琴
の
確
保

璽
さ
等
の
樂
、
被

災
し
た
幾
へ
の
語
の

融
通
の
た
め
の
豊
に

要
す
る
経
費
を
助
成
す


